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30，133 ポンド 6 シリング 8 ペンスに上り，か
つそれは 101 の『持分』adventure または『株』
share に分かれていた」 というⅰ（大塚，第一巻，
pp.442-443）。
　翌 9 月 24 日には第一回の「総会」general 
assembly が開催され，15 名の「取締役」com-




にならって joint-stock company として，イン
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に反して privy Council により拒絶され，航海
の実現は延期されることになる（大塚，p.445）。





















and Company of Merchants of London trad-















































































































































































































　「 か か る『 徴 収 』 の 規 定 は 上 述 の under-










































































































個の join-stock company あるいは会社企業で
はなかった」（大塚，p.439）と分析している。
　すなわち，最初の法人化された特許状は
1600 年 12 月，「エリザベス女王より 15 年期限
のインコーポレートの特許状が賦与せられ，カ































of  Mines Royal）および，ミネラル・アン
ド・バッタリー・ワークス会社（Company of 









は，「厳密な意味での joint-stock company で
はなくして制規組合（regulated company）」（大
塚，p.439）という主張や「制規組合と joint-
stock company との中間形態」 （大塚，p.481） 
という主張があり，大塚自身は「純粋型の制
規組合ではなくとも，決してそれ自体一個の






































































































0 0 0 0
がもはや
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ンドを一票，4000 ポンドを 2 票，それ以上は
2000 ポンドごとに 1 票」（大塚，p.512）とい
う制度変更で攻勢をかけ，宮廷派のチャイルド









やがて 1702 年は二つの会社間でカルテルが 7
年間の期限付きで結ばれ，この期間満了後の
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1709 年に，両社は株式交換により完全に合併
し「合同東インド会社（United Company of 





ンド株」が 1677 年には 245 ポンド，1681 年に
は 280 ポンド，1683 年には 720-1000 ポンドへ
と上昇続ける。このような株式相場の過熱によ
り，資金を容易に集める手段として特許状によ


































































































3   チャールズ二世下の会社形態
　1662 年のチャールズ二世の「破産者に関す
る布告の条例」を契機として，「東インド会社
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であるならば，イ
ギリスの東インド会社は近代的株式会社の起源


























なわち joint-stock company 制度の外側に，事
実上『株式会社』limited liability company が
族生するに至った」（大塚，p.518）と大塚は解
説する。


















1825 年の Bubble Act の廃止までの約 100 年間
続くのである。











































































76 中京経営研究　第 27 巻（2018. 3）















登記することで company limited by shares, 
company limited by guarantee, unlimited 
company のどれかとして「登記会社」となる
道があり，また， 登記せずに古き joint stock 
company, chartered company に留まる道に枝
分かれしたのである（鈴木，2003）。「有限責任」
を欲した joint stock company は法人格をもつ
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ⅱ　大塚の原文では a Jointed and a vnyted stock
と古語がそのまま使われており理解を妨げるの
で，vnyted を現代語の united に改めた．









en commendits par action）法」，1863 年「有限
責任会社（société à responsabilité limitée）法」
が定められ，その後，これら二つの法律は，1867
年「会社法」として統合された（仁木，P.14）．
